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はじめに H16実践校

H21実践校

H26モデル校

H29・H30モデル校

エネルギー関連企業

大学 地域会議等



地層処分の位置づけ

単元名：未来をみつめて
～私たちの未来を考えよう～

●カリキュラムへの位置づけ
高レベル放射性廃棄物の地層処分に関する学習
を6年間のエネルギー教育のカリキュラムへ

●総合的な学習の時間を軸としたクロスカリキュラム
●探究的な学習
●能動的な連携

主な連携先 東北電力株式会社・仙台市ガス局
公益財団法人東北電業会・NUMO 等



カリキュラムでの位置づけ



今年度の実践から

仙台市立南小泉小学校

第６学年（３学級 ８６名）



学習の流れ

エネルギーと地球環境問題
について考えよう（１８時間）

これからのエネルギーにつ
いて考えよう（３０時間）

わたしたちの未来を考え
よう（２２時間）



エネルギーと地球環境問題について考えよう

（総合的な学習の時間・国語・理科）

●東北電力との連携授業①
日本と世界のエネルギー事情や電力消費量，課題について



エネルギーと地球環境問題について考えよう

（総合的な学習の時間・国語・理科）

●東北電力との連携授業②③
エネルギー消費量が増えることで起こる環境問題について
地球温暖化の模型実験
CO2削減に向けた東北電力の取り組みについて



エネルギーと地球環境問題について考えよう

（総合的な学習の時間・国語・理科）

●エネルギーと地球環境問題について考える
課題設定 → 調べる（副読本や図書資料，インターネット）→
まとめる（ポスター） → 発表する



●これまで学習した発電方法（再エネ・火力）に

ついて，３E＋Sの観点で整理する。

これからのエネルギーについて考えよう

（総合的な学習の時間）



●原子力発電について学ぶ。

（１）放射線科学センターとの連携授業

…放射線について考える

これからのエネルギーについて考えよう

（総合的な学習の時間）

放射線調べ 霧箱実験



●原子力発電について学ぶ。

（２）高レベル放射性廃棄物の処分方法について考える

これからのエネルギーについて考えよう

（総合的な学習の時間）

５つの処分方法を知り，どの処
分方法がよいか考える

地層処分が選択されている
ことを知り，その処分方法に
関して知りたいことや疑問な
どをまとめる



●原子力発電について学ぶ。

（２）NUMOとの連携授業…地層処分について考える

これからのエネルギーについて考えよう

（総合的な学習の時間）

地層処分の説明

ベントナイトの実験

疑問・質問への答え



●各発電方法のメリット・デメリットを整理する

これからのエネルギーについて考えよう

（総合的な学習の時間）

パネルを使って，これまで学
習した全ての発電のメリット・
デメリットを整理

永井校長による授業



●東北電力との連携授業

…模型を用いてエネルギーミックス体験

これからのエネルギーについて考えよう

（総合的な学習の時間）



●２０３０年のエネルギーミックスを考えよう

これからのエネルギーについて考えよう

（総合的な学習の時間）

学習のポイント
･自分なりのエネルギーミックスを児童一人
一人が考え，自分の意見を持つこと
･考えを発信し，自分の考えを深めること
・一人一人の考えを尊重し，大切にすること



●２０３０年のエネルギーミックスを考えよう

これからのエネルギーについて考えよう

（総合的な学習の時間）



●未来のまちづくり

わたしたちの未来を考えよう

（総合的な学習の時間・国語・理科・社会）



＜成果＞

学習意欲の向上

学習を通して、エネルギー・
環境の課題を身近にとらえ
ることができたことで児童な
りの考えを持ち、周りに認め
られることで「社会への参
画」の意識が芽生えたことに
よるもの

生活に密着した課題

身のまわりのエネルギー

社会へ参画する意識→自分たちの課題

尊重される自分の考え

自己肯定感・自己有用感



＜課題＞

①さらなる実践の積み重ねと新たな教材研究

②エネルギー環境教育の実践の継続

③エネルギー環境教育の実践の価値の共有




